
◆4 番（平野利和君） 皆さん、こんにちは。公明党の平野利和です。 

 議長のお許しをいただきましたので、質問に入らせていただきます。 

 まず、庁舎整備計画についてです。 

 この庁舎問題は、何年もかけて議論され、昨年には本庁の位置も決定され、今後の雲仙市

はどのようになるのか、市民の皆さんから疑問が多数寄せられます。そこで、市役所機能も

含め、本庁周辺はどのようになるのか、お尋ねいたします。 

 昨年に、市長が市民の皆さんに説明に廻られた折に、例えば別館を増築してとか、駐車場

を広げるとか、話をされております。どのようになるのか計画を示してください。 

 第 2 に、総合支所の古い建物の計画はどのように考えておられますか。市長は、総合支所

はコミュニティがとれるよう考える等のことを言われております。6 月議会で質問した多比

良港埋立地の活用ですが、公共で使うならば、県が無償で使用を許可する旨の話がありまし

た。総合支所の移転は考えられませんか。南串山町、愛野町など、古い建物計画もお願いい

たします。 

 あとの質問、広域圏組合の連携について、学校のいじめ等について、みずほすこやかラン

ドの運営について、特定健診について、最後に牧場の里あづまについて自席にて行います。 

 今回の一般質問は、提案を中心にしております。6 項目になりますので、8 月に中学生議

会が開催され傍聴しましたが、答弁だけが長くなるようなことは避けてください。質問のみ

に的確な答弁をお願いいたします。 

○議長（井上武久君） 奥村市長。 

◎市長（奥村愼太郎君） 平野利和議員の御質問にお答えいたします。 

 本庁舎整備につきましては、本年 3 月議会の施政方針で説明させていただきましたとお

り、吾妻庁舎及び千々石庁舎を最大限有効活用し、不足する面積等については最小限の経費

による施設整備を行うこととし、できる限り事業費を低く抑え、財源をほかのサービスに振

り向けるという基本方針のもと、今年度中に整備計画を策定してまいりたいと存じます。 

 総合支所につきましても、既存の施設を最大限有効活用することを前提に、周辺の公共施

設との集約も含め、市民の皆様が集い、交流できるような施設として整備を進めてまいりた

いと考えております。コミュニティとしての総合支所の機能は、十分に発揮していただくよ

うにしていくつもりでおります。 

 国見町の埋め立ての問題につきましては、これは目的をまず決めなければなりませんの

で、現在のところその考えはありません。 

○議長（井上武久君） 近藤政策企画課長。 

◎政策企画課長（近藤和彦君） 庁舎整備計画の進捗状況について御答弁させていただきま

す。 

 現在、庁内で検討を重ねておりまして、行革推進室で取り組んでおります全体的な組織体

制の見直しと併せて進めている状況でございます。整理計画がまとまり次第、12 月議会で

は素案を御説明できるように努力してまいりたいと考えているところでございます。 



 また、本庁舎の整備につきましては、昨年度御説明しましたように、一応、増築庁舎とい

うところで検討しているところでございます。 

 また、駐車場につきましては、基本的に庁舎周辺の公共施設等を有効に活用しまして、市

民の皆様に御迷惑がかからないよう確保してまいりたいと考えているところでございます。 

 次に、総合支所の整備計画でございますが、先ほど市長から御説明がありましたとおり、

庁舎整備計画の中で組織体制の見直しと併せて、各総合支所の整備計画も一緒に進めてま

いっております。現在、各総合支所の現況調査を実施し、耐用年数や老朽化などの諸問題点

のほか、総合支所周辺に集約可能な公共施設の有無などの調査を行ったところでございま

して、厳しい財政状況の中、既存の施設を最大限有効活用することを前提に、まずは総合支

所として整備するための基準を策定して整備を進めてまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 説明いただきましたが、今年の 12 月になれば具体的にお示しする

ことができるということですが、それは間違いないですか。 

○議長（井上武久君） 近藤政策企画課長。 

◎政策企画課長（近藤和彦君） 精いっぱいそのように努力をしたいと考えているところで

ございます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 質問に入ります前に、皆様に苦言をちょっと申したいと思います。 

 一般質問の内容調査で、本庁へ、この 9 月 5 日に出向きました。担当部局はだれもいら

っしゃいませんでした。私の調査は後回しです。市民の相談があった場合、執行部のほうは

どうされるつもりだったのかという疑問です。 

 市議会前の市長との勉強会を千々石庁舎で行っているとのことでした。それが、やっぱり

市民が相談に来られたときに対処ができるのかなというところが疑問であったので、ちょ

っと前置きして質問させていただきます。 

 庁舎建設のために積み立てている庁舎整備基金 6 億円があると思いますが、財政厳しい

とおっしゃいましたけども、どういうふうな使い道をされているのか、されようと思ってる

のかお尋ねします。 

○議長（井上武久君） 近藤政策企画課長。 

◎政策企画課長（近藤和彦君） 雲仙市の庁舎整備基金でございますけれども、原資として

6 億円で、運用利子が 3,500 万円ほど（57 ページで訂正あり）ございます。これにつきまし

ては、当然、庁舎のための基金でございますので、庁舎整備に充てたいというふうに考えて

いるところでございますが、厳しい財政状況の中、合併特例債等も利用しながら、とにかく

費用は最小限にというような基本的な考えのもとやっていきたいと考えているところでご

ざいます。 



○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） この庁舎建設、庁舎の問題は、本当に市民の方がどうなるのかとい

うことを、たくさんの方が疑問を持っていらっしゃいます。であれば、やっぱり早くそうい

う道筋を示していただきたいと思っております。 

 もう一つ、この本庁市役所前の国道のことですが、変則交差点がそこにあります。左から

愛野町のほうに行くと、すぐに停まらないといけない交差点で、地元の住民から改良の要望

があっており、県警と話をされていると聞きましたが、この周辺の整備といいますか、その

ようなことを市はどのようにお考えなのかお尋ねいたします。 

○議長（井上武久君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 道路の整備についてのお尋ねでございますけども、御指摘

のとおり市役所前の国道 251 号の交差点につきましては、市役所から出て、国道 251 号を

愛野町方面へ青信号で左折した際、直近にある赤信号を見逃す危険性のある変則的な交差

点となっております。また、接触事故も発生しております。このことで先般、地元吾妻町自

治会長会から改善要望が提出されております。 

 近年、国道 251 号の交通量も増加傾向にあります。市役所への来客車両も多くなってお

りますので、今後、交差点の安全確保、交通の利便性が図られるよう取り組んでまいりたい

と考えております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 利便性が図られるようということは、改良を考えてらっしゃるとい

うことですか。それとも、そのままいくということですか。 

○議長（井上武久君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 国道に市道が互い違いといいますか、2 本接しております

ので、そこら辺が危険性を外すためにも、交通安全性の確保と利用される方が不便にならな

いように、片方だけが便利になって片方が不便にならないような改良を考えてまいりたい

と考えております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） ですから、改良ということはどうされようと思ってるんですか、お

尋ねいたします。 

○議長（井上武久君） 野口建設部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 現地の状況を十分判断した上で行いたいと思いますけども、

その用地の問題とかいろいろ絡んでまいります。それと、国道から、今度は市道に入る際、

右折帯等の設置等も必要になってくるかと思います。 

 そこら辺を考えて、総合的に判断して改良してまいりたいと考えております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） では、真っすぐ通らないということですね、今の考え方は。同じよ

うな変則帯をつくっていくということはそのままということですね。 



○議長（井上武久君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 基本的には、国道と市道交差点を一つにできれば一番いい

かなとは考えております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） では、一つになるということですから、真っすぐ通る可能性もある

ということですね。はい、わかりました。 

 ですから、この庁舎整備、いろんな市役所機能、別館、駐車場、千々石庁舎を使ってとい

うことがありましたので、今、確実な答弁、12 月、今年いっぱいまでには道筋をつけてい

ただくということを私は認識しましたけれども、それで構いませんか。念押しです。 

○議長（井上武久君） 近藤政策企画課長。 

◎政策企画課長（近藤和彦君） 議員がおっしゃっていただきましたとおり、12 月に御説

明できるように、精いっぱい、再度頑張らせていただきます。 

 一つだけ、済みません、申しわけありません、訂正させてください。 

 先ほど庁舎整備基金のことをお話ししましたんですけれども、利息・利子につきましては

3,500 万円と申し上げましたが 350 万円の誤りでございます。申しわけありません、訂正さ

せていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（井上武久君） 町田副市長、今の答弁でいいですか。庁舎担当でしょう。いいです

か。町田副市長。 

◎副市長（町田義博君） 12 月に、一応、本庁舎の位置が決めていただきました。そして

また、先ほど市長から申し上げましたとおり、今年度に示すということでやっております。 

 あと、部内あたりで検討協議を重ねまして、12 月議会に議員の皆様にお示し、また、議

員の皆様からも御意見を伺うという、こういう流れで進めておるところでございます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 何回も申しますが、この庁舎問題は、本当に市民が二分するほどい

ろんな形で議論されておりました。早くそういう道筋を示してほしいと思っております。 

 次に移ります。 

 これも 6 月議会に質問しました県央地域広域市町村圏組合と島原地域広域市町村圏組合

との連携について再度質問をいたします。 

 この件は、6 月議会が終わった後に、市民の皆様より多数の御意見と賛同を賜りました。

6 月議会での私の質問に市長は、御意見を組合議会につなげますとの答弁をもらったと記憶

しておりますが、8 月 28 日に県央地域広域市町村圏組合議会が開催されております。私の

意見を提案していただいたのか、お尋ねです。 

○議長（井上武久君） 奥村市長。 

◎市長（奥村愼太郎君） まず、6 月議会に議員から指摘がありました。8 月の県央地域広

域市町村圏組合議会の定例会のときに、議員が傍聴人として御出席いただいたのも確認し



ております。これは議会で提案したんではなくて、少なくとも、まだ、議会提案より先に 3

市が参加しておる県央地域広域市町村圏組合でございますので、その 3 市の中での協議の

中に、これは提案させていただいております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 3 市に提案していただいた。 

 私がこれをまた再度質問させていただいたのは、広域圏同士の連携について、市長がどう

いうお考えなのか具体的にちょっと聞きたかったんです。というのは、連携は大事だから、

広域圏組合に提案をしていくのか、大事だと思うけれども、連携は難しいとお考えなのか。

そこで、私は調べました。私はもう、とにかく広域圏組合議会、両方の組合議会に市長が考

えを述べていただければ、それが議会で議論をされて、それがいいほうに向かっていくと私

は考えておるもんですから、市長がどうお考えなのかということをちょっと今日はお尋ね

したかったんです。 

 この島原地域広域市町村圏と県央地域広域市町村圏の違い、ちょっと調べたんですけど、

島原地域広域市町村圏組合の勤務体制、これは 6 名だそうです。県央地域広域市町村圏組

合は 4 名と聞きました、違いがですね。2 点目、酒井恭二議員が質問をされておりました愛

野分署のもう 1 台の救急車があるじゃないかの問いに、車検とか事故が起きたときに出動

する予備車ですというような答えをされたと思います。島原地域広域市町村圏組合に私は

調査に行ったところ、予備車でも出動しているそうです。このように同じ消防の組合、仕事

であっても、違いがあるわけですよね。もう余り詰めると、ちょっと時間がありませんので。 

 私が 6 月議会に例をとって説明しましたが、このことが現実になったことがあります。

調べてもらえればわかると思うんですが、8 月 22 日午前 10 時過ぎ、私は本庁に調査に向か

ってました。そのとき小浜消防署と書いた救急車が、ちょうど吾妻町のところですれ違った

んですが、走ってました、島原市方向にですね。私は小浜消防署から救急車が来たのかなと

考えて、この市役所に着いて、事務局から小浜消防署へ問い合わせました。そしたら、愛野

分署から吾妻町へ出動のこと、出動してますという答えです。では、小浜町の救急車はどう

なってますかと聞いたところ、諌早市に出動してますとの返事だったんです。 

 ここで、偶然は皆さんないだろうと思ってらっしゃったかもしれませんが、現実にそんな

ことが重なったんです。南串山町で救急搬送依頼があったとしたら、私の質問が現実になっ

ております。なかったからよかったかもしれないですけど。この雲仙市内に、救急車が 1 台

もいない状態になったんです。1 時間かけて諌早市から来ることになります、南串山町から

救急搬送があったときにですね。私は、すぐ救急車が駆けつける、消防車が駆けつける地域

と、20 分、30 分、1 時間かかる地域の差、ここが、市長が組合議会に連携をすることを提

案し、提出し、議会で承認されればできると思うんですよ、私は。 

 救急業務というのは、大きい市ですけども、単独で運営されるべきであって、運営費など

の事情で広域圏組合で運営していると、そうですね。私が 6 月、9 月と質問しているのは、

市民の皆様に不平等があるということが問題なんです。酒井恭二議員が質問したのが平成



22 年 3 月議会です。これが 1 回目。それからというもの、全然進展してない。私の質問に

も、組合議会に要望しております、酒井恭二議員のときも要望しておりますという答弁であ

りました。要望でなく、雲仙市のトップである市長が市民のことを第一に考えて、お金のか

からない協定を提案すれば、私はできるんじゃないかということを、私はこの 6 月、9 月、

言ってるんです。市民のことよりも広域圏組合の運営上のことを重んじるのか、考えをちょ

っと聞かせていただけますか。 

○議長（井上武久君） 奥村市長。 

◎市長（奥村愼太郎君） 先ほどは、ちょっと私が勘違いして失礼しました。 

 私どものところに広域圏が二つあります、島原地域広域市町村圏と県央地域広域市町村

圏組合でございまして、この問題につきましては就任、合併以来、解決しなければならない

問題として一生懸命取り組んでいるところであります。 

 ただ、この成り立ちからして微妙な問題があるわけでございまして、これらについて一つ

一つ、この議会でお示し、そしてまたやっていくのには少しまだ時間がかかるかと思ってお

ります。 

 ただ、議員がおっしゃいますように、住民の方々にとっては命は平等なものでありますか

ら、一たん、今、議員が御指摘のとおりに、そういった災害時、緊急時が発生した場合の緊

急時体制を敷くのには、もっと重要に、そしてまた緊密に図らなければならないということ

は十分理解しているつもりであります。 

 ただ、この広域圏につきましては、例えば島原半島 3 市ございます。そしてまた、雲仙市

を加えて県央には諌早市、大村市、3 市ございます。これらとやっぱり協議を重ねていき、

十分に御理解をいただいて提案しなければ、なかなかこの議会、広域圏組合議会の中でのき

ちっとした理解をとることが非常に難しい部分がございます。ですから、今、議員がおっし

ゃっておられることは十分に理解してるつもりであります。 

 そしてまた、それは確かに時間をかけないで解決しなければならない問題ということも

あるわけであります。ただ、現実の問題として、早急にそれを解決していく方法を、まだ、

私は見出し切らずにおります。もし議員がこういった解決方法があるということであるな

らば、それはお伺いさせていただきたいと思います。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 理解しているつもりとおっしゃいましたけども、では、私が質問を

している組合、この雲仙市のトップは市長です。市長が腹を決めて、こうしたいということ

を提案すればできるんじゃないですかと私は思ってるんですが、それは違うんですか。 

○議長（井上武久君） 奥村市長。 

◎市長（奥村愼太郎君） 腹は幾らか決めつつあります。しかしながら、これは少なくとも

十分な御理解と御協力を賜らなければならないわけでありまして、私が独断で動いていく

わけにはまいらないところがあります。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 



◆4 番（平野利和君） わかります。それはほかの連携の市がありますから、それはわかる

んですが、市長が雲仙市でこういう、議会でこうあったから、これを私はしたいという気持

ちを訴えることはできらっさんとですかと、お尋ねします。 

○議長（井上武久君） 奥村市長。 

◎市長（奥村愼太郎君） 訴えることはできると思います。しかし、訴えた後の結果という

ことも想像しながらやっていかなければならないわけでありまして、例えば関係する市と

も連携を図り、あるいはまた、理解をいただきながらやっていかなければならないわけであ

りまして、それらのことも含めて、やっぱり推進していかなければならない、決定していか

なければならないという責任があると思っております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） わかりました。 

 では、市長にはいろいろあられると思います。これでもう最後にしたいと思いますので、

最後に１点、もうこの広域圏組合については終わります。 

 雲仙市民の生命・財産を守るために、市長はどういうお考えですか。 

○議長（井上武久君） 奥村市長。 

◎市長（奥村愼太郎君） 生命・財産を守るために最大限の努力をしていく、そしてその生

命と財産を守るための体制を敷いていかなければならないということは十分に覚悟してる

つもりであります。 

 ただ、その決定に対しまして、非常に呻吟の苦しみをしているところであります。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 最後にすると言ったので、もう最後にします。今の市長の答弁にて、

市民の皆様はおわかりだと思います。 

 次に、いじめ問題について質問いたします。 

 今年になって、滋賀県大津市において、いじめによる中学生の自殺が発生し、日本中が注

目する事件となっております。このいじめ問題は、昔からずっとなくならないし、注目され

ては騒がれ、時が過ぎると忘れ去られる。しかし、現場ではなくならない問題であると思い

ます。議論をすると時間が足りませんので、焦点を絞ってお尋ねいたします。 

 まず、教育委員会として、いじめ、この定義はどのようにお持ちでしょうか。 

 文部科学省は、2007 年に教育的解決指導、物を隠すとかしかとする、悪口を言う等々ら

しいですが、雲仙市教育委員会の考えを教えてください。 

 それと、子供たちのいじめに関するアンケートの実施をされたことがありますか。あった

ら教えてください。 

○議長（井上武久君） 塩田教育長。 

◎教育長（塩田貞祐君） まず、いじめの定義について答弁をさせていただきます。 

 毎年 4 月に文部科学省が、児童・生徒の問題行動等、生徒指導上の諸問題に関する調査と

いうのを行います。この中でいじめの定義が定められておりまして、いじめとは当該児童・



生徒が一定の人間関係のある者から心理的、物理的な攻撃を受けたことにより、精神的な苦

痛を感じているものとする。なお、起こった場所は学校の内外を問わないというふうにされ

ておりますので、これを雲仙市教育委員会も定義というふうに定めています。 

 なお、アンケート調査につきましては、各学校で実施をいたしています。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） では、実施をされているということですが、いじめがあるというこ

とが発生してるのか、発生してないのか、お尋ねします。 

○議長（井上武久君） 塩田教育長。 

◎教育長（塩田貞祐君） 先ほど言いました文部科学省の調査で確認、認知できている件数

については、平成 23 年度 11 件、小学校が３件、中学校が 8 件という数字であります。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 11 件、そういう文部科学省の指導要綱でいじめというか、あったと

聞きましたが、どのように子供たちに対処されたのか。これは繊細な部分がありますので、

一言で一概には言えないんですが、もし相談を受けた場合、どのような対処をし、解決をし

ていこう、また、していったのかお尋ねいたします。 

○議長（井上武久君） 塩田教育長。 

◎教育長（塩田貞祐君） まず、いじめられた児童・生徒の支援です。 

 学級担任、それから養護教諭等が状況を聞きまして、継続的に面談をし、心のケアを行う

など、心身の安定を図ることとしています。同時に、保護者への報告を随時行うなどの対策

もしているところです。 

 次に、いじめる児童・生徒への対応についてです。 

 学級担任、それから養護教諭、管理職による直接的な指導を行うとともに、保護者へ報告

をし、保護者同士のトラブルに発展しないよう、謝罪等の指導を行うなどして解決、解消に

向けた対応をとるようにしています。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） このことは、しっかりとやっぱり取り組まないと難しい問題があり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 先生の仕事の件でちょっとお尋ねです。 

 先生は多忙な毎日を過ごされているようですが、報告書の提出とかテストの作成とか採

点とか、このような中で、子供たちに向かう時間が生まれるのかなと。やっぱり先生は、子

供たちにとっては師匠であって、いろんな形の助け船、そういう相談もするようになるんじ

ゃないのかなと思うんですが、どのような体制になっているのか。休職される先生もちょこ

ちょこいらっしゃるということを聞いてますが、先生のそういうのを教えていただけませ

んか。 

○議長（井上武久君） 山野教育次長。 

◎教育次長（山野義一君） 子供たちが学校生活を送るのは、1 日の生活の時間の約 3 分の



1 ぐらいじゃないかなと思っております。当然、教員は、子供が好きで教員になっておりま

す。授業に一生懸命になる以外にも、当然いろんな、例えば昼休みに子供たちと一緒に触れ

合ったり、掃除を一緒にしたり、すべての教育活動で子供たちと触れ合い、子供たちにもし

悩みや相談があったら、それをきちっと受けとめられるような教員でなければいけないと

思っておりますので、それは仕事は忙しいかもしれませんけど、忙しいから子供に向き合え

ない、それはおかしいと思います。忙しい中にもきちっと、雲仙市の教職員は子供たちに向

き合ってくれてるものじゃないかなと思っております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） ぜひ、子供たちにとってはやっぱり信頼される先生であっていただ

きたいということをお願いいたします。 

 それともう一つ、いじめの本質ということを何だと考えてらっしゃるか。本質、私は教育

の重要性が問われると思います。教育が大事だと思うんです。というのは、他人はもう 1 人

の私。これは、自分の満足のために他人を道具にできないとの考えです。これは、我々大人

にも大事なことだと考えます。 

 以下の 3 点を要望いたします。 

 1 点目、本市でいじめ問題の対応について、関係機関、保護者への周知。2 番目、校長を

中心に、学校全体でいじめの兆候を早期発見できる体制の構築。3 番目、被害者の保護、加

害者への措置、両者の心のケア、再発防止。我々大人も成長しないといけないと考えます。 

 一部マスコミでは、だれが悪いのか、犯人捜しのようなことがありますが、そうではなく

人間教育、宮沢賢治が叫んだ、みんなの幸福なしに私の幸せはない、この方向に自身を成長

させることが大事だと考えます。この 3 点の要望と、人間教育はとの質問に、教育長のお考

えをお尋ねします。 

○議長（井上武久君） 塩田教育長。 

◎教育長（塩田貞祐君） 先ほどいい提案をいただきましたが、現在も行っている様々な取

り組みについて、重ねて慎重に取り組むように指導していきたいというふうにまず思いま

す。 

 あわせまして、やはりいじめは、基本的には人権侵害だというふうに私は思います。この

ことが非常に重い罪ということを共有して教育に当たる必要があるというふうに考えてお

りますので、教育現場、それから家庭教育など、あらゆる場面で質の高い人権教育を推し進

めていく必要があるというふうに考えています。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 今回、テレビの報道で問題になったのが、教育委員会の体質だった

と思います。隠したり、話を前に出さなかったりということがないように、雲仙市教育委員

会もお願いできますでしょうか。確認です。 

○議長（井上武久君） 塩田教育長。 

◎教育長（塩田貞祐君） そのことをしっかり肝に銘じて、教育現場を支えていきたいと思



っています。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） わかりました。 

 次の質問、みずほすこやかランドの運営についてお尋ねします。 

 今年 4 月から、市が運営をしないといけない状況になりました。住民より、市が運営して

悪くなったとの意見を伺うようになりました。例えば、子供たちの水泳教室もなくなり、故

障で休館が多くなったとかです。千年の湯、温泉施設の運営は今後どのように考えてあるの

か、利用者数と利用者の増加の方法を考えてあるのかお尋ねいたします。 

 それと、活性化委員会が立ち上がって協議をされていると聞きましたが、具体的にはどの

ような協議をされ、これからの運営にかかわっておられるのかお尋ねします。 

○議長（井上武久君） 山野教育次長。 

◎教育次長（山野義一君） 平成 24 年度は指定管理者募集がありませんでしたので、市の

直営となっております。本年度 4 月から 8 月までの、特に千年の湯の利用状況についてで

すが、この 5 カ月間で昨年度と比較しますと、利用者数で 955 人少なくなっております。

しかし、昨年度の同時期と比べまして、4 日間、運営日数が少なくなっております。その率

は、昨年度と比べて 3.3％少なくなっております。 

 特に、そういう利用状況が、今まで千年の湯についていろいろ問題がありましたので、や

はり瑞穂町の自治会長や関係団体の皆さんを中心に、千年の湯を何か活性化していこうと

いうために、この活性化委員会が立ち上がりました。これが平成 24 年 5 月 23 日です。13

名の委員からなっております。その 13 名の委員で話し合われて、今、具体的に実践をされ

ておりますのが、各自治会にいろいろ利用について呼びかけをしていただいております。そ

れと、6 月にありました、みずほ特産品祭り、それと 8 月の夏祭り、9 月のジャンボかぼち

ゃ大会のときに、いろいろＰＲ等をしていただいております。 

 また、私たち教育委員会にもいろんな提言をいただいておりますので、例えば具体的に申

しますと、もっとチラシをつくって公民館等に配布して、掲示して、利用を呼びかけたらど

うか、また、接遇マナーがいろいろ悪いということを御指摘いただいておりましたので、そ

ういうところの改善を図るようにとありましたので、研修会等を実施しております。 

 今後どのように考えているのかということですけど、私たちは、基本的には指定管理者に

出すべき施設だと考えております。しかしながら、千年の湯については、特に地下水を利用

したことを考えておりますので、そのボーリングや、また、下水道の設備に、本年度ちょっ

と大規模な工事を予定しておりますので、平成 25 年度に出せるかというと、やはりランニ

ングコスト等を出す必要がありますので、早ければ平成 26 年度ぐらいから、また再度、指

定管理者に出したいという考えを持っております。 

 以上です。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 住民の方が、住民というのはみずほすこやかランドの周辺の方たち



なんですが、温泉がなくなりはせんかというようなことを本当に心配されています。先ほど

申したとおり、市が運営をして本当に使いにくいと、休みが多いと。だから、当たり前たい、

増えることないたいねというような意見を伺います。千年の湯は、これから先どういうお考

えですか。 

○議長（井上武久君） 山野教育次長。 

◎教育次長（山野義一君） やはり、特に瑞穂町の住民にとりましては、千年の湯はおらが

温泉という意識がすごく強いんじゃないかなと思っております。それと、やはり国見町、瑞

穂町、吾妻町方面のいろんな老人会の人たちもやはり楽しみにされている面が多いと思い

ます。だから、できましたら私たち教育委員会といたしましては、いろいろ故障とか続出し

たり、源泉の井戸自体に、今、大変危機的状況下にありますけど、それが可能な限り、故障

しない限り、できるだけ千年の湯を存続させていきたい。しかしながら、赤字ではいけませ

んので、やはり地元の方が、おらが温泉という意識のもと、それぞれ利用していただければ

大変助かります。 

 また、それなりの、私たちもできる範囲において、いろんなサービスや住民の方に気持ち

よく使っていただくような接遇マナーの徹底をして、きちっと対応していきたいと思って

おりますので、どうかよろしくお願いします。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 地元の方たちと十分に協議をしていただきたいと思っています。地

元の方は、この温泉に対する思いは並々ならぬものがあると思いますので、そこを理解した

上で協議をよろしくお願いいたします。 

 次に、特定健診についてお尋ねです。 

 この広告なんですが、雲仙市の広告です。この中に、国の制度により平成 24 年度の受診

率は 65％ですと書いてあります。達成できない場合、市が国に支払う負担金が増えますと

書いてあります。最大で約 7 千万円増加、国保税の増加につながりますと赤字で書いてあ

ります。 

 そこで、昨年度の受診率、今年度の予測を教えていただきたいと思います。 

○議長（井上武久君） 菅市民生活部長。 

◎市民生活部長（菅勇二君） 特定健診の受診率についてのお尋ねでございますけども、平

成 20 年度から毎年 40％ということで、受診率が横ばい状態でございます。 

 今年度の受診率の予測はということでございますけども、昨年の同時期と比べまして

1.5％増加をしてるという現状にございます。目標が 65％で、非常に高い目標となっており

ますので、そういった目標に近づけられるよう努力をさせていただくということでござい

ます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） では、41.5％だという計算になりますが、65％は、ほど遠い、あと

23％ぐらいあります。来年度から国民健康保険税は上がるんですか、お尋ねです。 



○議長（井上武久君） 菅市民生活部長。 

◎市民生活部長（菅勇二君） そのチラシに書いておりますのは、現在そういった厚生労働

省厚労省の法的なものが前提となって、ペナルティーが、加算減算の方式なんですが、後期

高齢者支援金に加算するという仕組みになっておったわけでございます。そういったもの

を含めて平成 24 年度、最終年度でございます、目標年度でございますけども、これをどう

いうふうにやるのかということで、方向性が先般打ち出されておったわけでございます。そ

の方向で言いますと、平成 24 年度、本市におきましては、そういったペナルティーから回

避するというふうな方向づけがなされております。 

 また、本県でも、そういった県下の市町については、ペナルティーの影響はないという方

向であるということが確認をされております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） では、私が今から先質問しようと思ったのが、答えがちょっと違っ

てくるんですが、この広告は違うんですか、うそなんですか。ここに書いてありますよ、こ

れ。特定健診を守りましょう、国の制度のように、赤字で 65％。これはうそということで

すか。 

○議長（井上武久君） 菅市民生活部長。 

◎市民生活部長（菅勇二君） うそということではございません。まだ、ただ今、発言をし

たのは、方向がそういう方向になされておるということを申し上げておるわけでございま

す。そういうことでございます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 方向がそういうふうになるかもしれないということで、では、今か

ら先に用意していた質問をさせていただきます。 

 ちょっとわからないんですけど、私が提案したいのは、先ほどの消防の連携でありません

が、医師会の連携ができないものかということを提案したいなと思ってたんです。 

 というのは、国見町、瑞穂町の方、雲仙市は一緒なんですが、島原市の病院にかかってお

られる方もいらっしゃいます。島原市の病院では特定健診を受けられないんですよね。受診

率も加算されません。同じように、愛野町を中心に千々石町、吾妻町の方たちは、諫早市の

病院にかかっていらっしゃる方もいらっしゃいます。これも受診率には加算されません。そ

うすると、自然と受診率は低く、負担金が増えることになると私は思ってたんです。ただで

さえ高い国民健康保険税なのに、さらに高くなると市民の方が苦しくなると、私はそう考え

ます。どこの病院でも特定健診を受けるようなシステムはできないんでしょうかというお

尋ねをしたかったんですが、この件に関してはどうでしょうか。 

○議長（井上武久君） 菅市民生活部長。 

◎市民生活部長（菅勇二君） その件につきましては、現在、南高医師会と契約を行って、

特定健診の受診をしていただいてるという状況でございます。もし、諌早市のほうで特定健

診となりますと、諌早市の医師会と契約をするということになろうかと思っておりますし、



島原市ですと島原市の医師会ということになろうかと思っております。 

 ですけども、この関係につきましては、それぞれ特定健診の内容、これが若干異なってま

いります。その市ごとに、例えば諌早市では、特定健診は有料になっておりますし、うちで

は無料という形。そしてまた、島原市のほうでは、受診項目が若干違ってまいります。です

から、一様にそういった形でやるということはなかなか難しいなというふうに考えており

ますし、医師会としてもそういったことで、なかなか受けるというのが大変なのかなという

ふうに思っております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 違いは多分あると思うんですけども、それは医師会との決め事であ

るから、決めればいいことではないですか。雲仙市は、特定健診のチャレンジ事業として

200 万円かけて行ってらっしゃいます。 

 先般、一般紙の新聞ですが、奥村市長は広報をされております。効果は出ておるんですか。

同じ予算をかけるんであれば、医師会にお願いして、書類手続とか、いろんなそういうお金

がかかるんであれば、この 200 万円を使ったほうが効果があるんじゃないのかなと思うん

ですが、どうでしょうか。 

○議長（井上武久君） 菅市民生活部長。 

◎市民生活部長（菅勇二君） 現在、7 月 2 日から 31 日までにチャレンジ事業の応募をさ

せていただきました。これが第 1 期目ということで、105 件の応募がございました。第 2 期

は、8 月 1 日から来年の 2 月 28 日までということで、幅広く期間を設けております。そこ

がメーンになっておるわけでございますけども、そういったことで、やはりそういったチャ

レンジしてみようという意識が芽生えてこようかというふうに思っておりますので、期待

をいたしておるところでございます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） ですから、医師会とそういう連携をして、ほかの市でも特定健診を

受けられるようにすれば、受診率は上がっていくんでしょう。であれば、そういう医師会と

話し合いをすることも大事じゃないのかなと思います。それをちょっと、それが 1 点目。 

 この特定健診、今うそじゃないと言われましたけども、これは、来年度は上がらないんで

すね、平成 25 年度、平成 26 年度はどうなるんですか。ずっとこれは上がっていかなくて、

これはもう、こういう 65％ですとか、そういうふうなのをもう書かなくてもいいんじゃな

いですか。 

○議長（井上武久君） 奥村市長。 

◎市長（奥村愼太郎君） 平野議員と、今、盛んに議論があっておりますけども、この特定

健診 65％というのが、本来、はっきり言って実態を知らないんではないかということが出

ております。長崎県市長会でも、あるいはまた九州市長会でも、私も代表して言わせていた

だきました。 

 そしてこの 65％というのは、これは厚生労働省が、あくまで国が設定した設定数値であ



って、実態の市町村ではこの 65％達成というのは極めて難しい。長崎県下でも、はっきり

言ってこれを多分達成できるところはありません。全体的にみんなが、結局これは難しいと

いうことは言ってるんです。ですから、これは少なくとも 65％というノルマを書きかえて

いただきたい、もっと低数値にしていただきたいということは、再三再四にわたって厚生労

働省関係の方々にも申し上げてまいりました。当然、これは諸団体も言ってると思います。

地方の自治体の団体がですね。 

 ところが、なかなか 1 回出したことに対しまして理解していただけない。ただ、数値に対

しては、一定の理解はされてると思います。 

 ですから、今、部長が申しましたように、今回、多分そういう方向でいくだろうというこ

とは、あくまでまだ決定はありませんけれども、すべての自治体が、例えば達成できなかっ

た場合に、この増減をするということ自体ができないわけでありますので、ですから当然、

その方向でいくだろうというのがあります。 

 ですから、これは今後、例えば厚生労働省が、この数値についてきちっと見直すのかどう

か、今のところ少なくとも再三再四にわたって申し上げても、見直す数値として決定されて

おりません。しかし、実態としては、これはもう今の数値で変わらないわけです。地方自治

体はやっぱり努力してるんです、少しでも。努力してるけども、この 65％という、まさに

国が、実態としてどうやって決めたのかがわからないこの数字をすべての自治体に課して

ますけども、なかなか努力しても難しいというのはあります。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） おっしゃった、力が入りましたけども、本当にそうだと思います。

それはやっぱり特定健診、命を守るということは大事なんです。大事ですから、皆さんに呼

びかけるのは大事なことなんです。ただ、これが上がるのか、こういうことで上がりますと

書いてあるもんですから、これが、皆さん市民の方が、また上がっとたいというようなこと

を考えられたらちょっとおかしいなというところで私は質問したんです。 

 ですから、再度お尋ねします。医師会との連携のあれは考えて、議論される余地はありま

すか。 

○議長（井上武久君） 菅市民生活部長。 

◎市民生活部長（菅勇二君） 医師会との関係でございますけども、医師会はそういった広

域的に受診をするということは、かかりつけ医として地元を優先してくださいという立場

をとっております。ですから、医療圏を越えて、諌早市、島原市にかかるということの立場

はとっていないわけでございます。ですから、雲仙市内で、近くの病院に、あるいは医院に

かかっていただきたいというのが基本原則でございます。 

 ですから、そこでは特定健診もできますよという立場をとっておりますので、その辺が若

干違ってまいります。ですから、そこら辺は協議を今から詰めていかなければいけない、そ

ういった問題があるということでございます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 



◆4 番（平野利和君） 地元優先という形で言えばそうなんでしょうけども、私が、やっぱ

り雲仙市にかかります。かかったら、今度は紹介をされます。だから、例えば諌早市に行く

とか島原市に行くとか、それは個人の自由であって、あなたはここに行きなさいと決めるこ

とはちょっとおかしいんじゃないのかなと私は思うんですけど、違いますかね。 

○議長（井上武久君） 菅市民生活部長。 

◎市民生活部長（菅勇二君） ただ今の質問ですけども、当然それは個人の裁量でございま

す。ですから、保険診療ですから、自由にどこでもかかっていいということが基本原則です

けども、医師会としては、なるべく近いところの医院にかかりつけ医は持っとってください

よということを要望されておるわけでございます。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） やっぱり医師会もおっしゃることは理解します。近いとこに、すぐ

駆けつけられるようなところに受診をしてくださいということは理解できます。ただ、やっ

ぱりこの雲仙市の財政、そしてまた受診率を上げるためには、こういう負担がかからないた

めには、そういう連携も必要じゃないかということが私の質問なんですけど、そのことをぜ

ひ理解していただきたいと思います。 

 最後に、牧場の里あづまの質問をします。 

 議長のお許しをいただいておりますので、皆さんに写真を配らせてもらっております。施

設の成り立ち、旧吾妻町でのことですので、これはもう説明をいただきましたので、理解を

しました。 

 この牧場の里あづまというところは、吾妻町の市役所のずっと上のほうに位置する、開拓

道よりまだ上にあります。上ると、左には橘湾、右には有明海がのぞめます。左下の写真の

状況でございます。万里の長城のミニチュアもあります。ここに遊歩道と書いてある右側の

上ですね。眺めもよく、もっと雲仙市の名所としてアピールをして、市民の皆様、観光客に

来てもらうように整備をしてもらいたいと思います。 

 私がこの写真を撮りに行ったのが 9 月になってからです。もう万里の長城もでこぼこに

なって、ペンペン草が生えております。本当にそういう、ここにお金をかけてつくってらっ

しゃるんですが、もっとやっぱり市民にアピールをして、観光名所としてどうかなと思って

提案をさせていただきたいと思います。 

 方法として、市民の方から提案をいただきましたが、財政的に厳しい雲仙市ですから、都

会におられる雲仙市出身の方々、県人会、ここに雲仙市東京吾妻会とか関東瑞穂会、在京小

浜会、関東島原半島会を含めて 12 団体があります。この方たちに、オーナー制度である桜

の木を植えてもらったらどうかなというところが私の提案でございます。寄附をいただい

た方の名前を木の前に書くとすれば、帰省で帰ってこられると必ず見に来られるんじゃな

いかなという思いがいたします。 

 これは、岡山県高梁市で、桜の木 1 本 5 千円の制度があります。そういうところがあり

ます。私が知っている北海道のあるところは、桜の木は育たない、北海道はですね。言われ



ていたが、桜の木を植えたいその一心で、今では 5 月の桜の季節になると、北海道の桜の名

所となっております。観光客がひっきりなしに連なるところとなっており、桜の木 8 千本

です。そのような方法はとれないのか質問です。 

 それと、牧場の里あづまに公園整備事業として 2 億 4 千万円、この遊歩道に 1 億 5 千万

円、計 3 億 9 千万円かけて建設して完成しております。現在の維持管理が年間 150 万円か

かっております。それだけかかっている牧場の里あづまです。費用対効果があってるのかな

と思って質問をいたします。 

○議長（井上武久君） 岸川観光物産まちづくり推進本部長。 

◎観光物産まちづくり推進本部長（岸川孝君） 牧場の里あづまについての御質問でござい

ますけども、今、議員が申されましたとおり、牧場の里につきましては牧草地でございまし

て、雄大な草千里を想像させるような、のどかさをあわせ持ったスポットであるというふう

に考えております。三十数 ha あると聞いております。 

 このすばらしい景観をアピールして、観光客、それから市民の皆様にお越しいただくとい

うことで、市の観光のパンフレット、それからホームページで御紹介をしておりますし、現

在、平野議員が登られたということでございますけども、原の丘広場にコスモスの種がまい

てあったと思います。この開花時期には関係部局と連携をして、ホームページ等でも周知を

したいというふうに思っております。 

 一方、この牧場の里あづまにつきましては、公共牧場機能強化事業等によりまして、主に

放牧を目的にされた施設であると、基本的には放牧地がメーンであるということで、途中、

道路の幅員が狭い箇所とか観光スポットとしての設備が十分でない場所があるというふう

に聞いております。 

 オーナー制度につきましての御提案でございますけども、桜の木を植樹すればどうかと

いうことですけども、先ほど申しましたとおり、ここの大部分は放牧地でございまして、植

樹できるスペースは丘の上等に限られてくると。そうなった場合に、大木に成長したときに、

せっかくの見晴らしが遮られるということになることもちょっと懸念されますので、なか

なか桜の木の植樹というのは難しいのかなというふうに考えております。 

○議長（井上武久君） 平野利和議員。 

◆4 番（平野利和君） 全部否定されましたけども、やっぱり利用者があると言われました

けども、ほとんどないんじゃないかなと。 

 皆さん、ここに執行部の方がいらっしゃいますけども、この鉢巻山の泉水広場を御存じの

方は挙手をお願いします。5 人ですか。こういう実態なんですよ。私も行って、初めて知り

ました。もうペンペン草です、もうぼうぼうになってます。それで、私が行くのには、道路

が、車で行きましたけども、通行できないような木がばらばらとなって、そういうところで

す。であれば、今 150 万円かかって整備されてるんですから、もっとやっぱり観光客に来

てもらって有名にすれば、子供たちも遊びに来ます。観光客が来ればお金も落ちます。 

 霧島に生駒高原があります。夏にはヒマワリ、秋にはコスモス、観光客がたくさん見られ



ます。それで、このような観光地にしようと考えないのかなと私は思います。維持管理に年

間 150 万円もかけて荒れ放題では、税金の無駄遣いではないのですか。 

 だから、本当にこの雲仙市の皆さんに、私も初めてここに行ったんですよ。市民の皆さん

がどれだけ知ってらっしゃるか、それで遊びに行こうという気持ちになっていただきたい。

最後に答弁をお願いします。 

○議長（井上武久君） 岸川観光物産まちづくり推進本部長。 

◎観光物産まちづくり推進本部長（岸川孝君） 今、平野議員が申されましたとおり、非常

にすばらしい観光スポットでございますので、今までちょっと足りなかった面があるのか

なと、ＰＲがですね。再度、そこら辺を見直して、ＰＲに努めていきたいと思っております。 

○議長（井上武久君） これで、4 番、平野利和議員の質問を終わります。 


